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博士（生物資源科学）

野生鳥獣管理学

①野生動物

②鳥獣管理

③被害対策

野生動物の管理に必要な研究と人材育成と技術開発
研究の概要・特徴
　現在、人と野生動物の軋轢が大きな問題となっています。その問題を解決・改善に導くには、様々な視点や専門性でその問題について調べ
る必要があります。私たちの大学では、野生動物に関する研究室が他の大学に比べて多くあり、多様な専門性をもって、野生動物について学
ぶことができる機会が得られます。その中で、私の研究室では、フィールドワークで得られた野生動物の様々な情報や試料から、鳥獣管理の
ための情報を得て、野生動物管理の方向性を探るための研究を行っています。また、被害対策や普及啓発を通じて、人と野生動物の軋轢問題
の改善を試みる活動をしています。
　現在の対象の動物は、ヒグマ・アライグマ・エゾシカ・カモシカを対象に調査・研究を行っています。

研究室紹介　Yutube動画
https://youtu.be/PFsKJfkt7-I

   

産業界等へのアピールポイント（用途・応用例等）
　野生動物の農業被害や人身被害などは、現在大きな問題となっています。地域の過疎化、社会全体の高齢化、圃場の作業の機械化などに伴
い、野生動物に対する人の圧力が弱まっている中、継続的・効率良く・手間のかからない対策方法、対策を実施する人材の育成および体制の
構築が求められています。
　対策方法に関しては、新しい技術とともに如何に労力を軽減できるかがポイントとなっていますので、新しいアィディアのもと科学的に根
拠のある新しい被害対策を開発できればと考えております。
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